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〜
21 

日　

農
学
部
が
高
島
屋
大
阪
店

の
「
大
学
は
美
味
し
い
!!
フ
ェ
ア
」

に
出
展

　

�20
日　

�
沖
縄
で
「
卒
業
生
・
同
窓
生
フ
ォ

ロ
ー
・
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　

�21
日　

�

法
学
部
と
台
湾
・
高
雄
大
学
法
学

院
が
学
生
交
流
協
定
を
締
結 

　

�22
日　

�

理
学
部
附
属
臨
海
実
験
所
で
課
外

活
動
所
「

沫
（
し
ぶ
き
）
荘
」

の
開
所
式�

　

�23
日　

�

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
の
根
岸

英
一
氏
に
「
名
誉
博
士
」
の
称
号

授
与
。
講
演
会
を
開
催

　

�25
日　

�

2
0
1
0
年
度
学
位
記
等
授
与
式

を
挙
行

2
0
1
0
度
学
位
記
等
授
与
式

を
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
に
て
執
り
行

い
、
学
部
・
研
究
科
等
の
卒
業
生
・

修
了
生
あ
わ
せ
て
3
3
9
1
人

が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

�

１
日　

�

理
学
部
附
属
臨
海
実
験
所
が
教
育

関
係
共
同
利
用
拠
点
に
認
定
さ
れ

る

　

�８
日　

�

2
0
1
1
年
度
入
学
式
を
挙
行�

2
0
1
1
年
度
入
学
式
が
桃
太

郎
ア
リ
ー
ナ
で
あ
り
、
学
部
・
大

学
院
生
ら
計
3
5
9
0
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
を
胸
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

�13
日　

�「
岡
山
大
学
・
フ
エ
大
学
院
特
別

コ
ー
ス
」
３
期
生
と
里
親
の
対
面

式
を
開
催 

　

�19
日　

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�

14
日　

�

資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
一
般
公

開
を
開
催

　

�26
日　

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�28
日　

�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
励
ま

す
宇
宙
大
麦
の
収
穫
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
開
催

資
源
植
物
科
学
研
究
所
は
�8
日
、

群
馬
県
太
田
市
で
宇
宙
を
旅
し
た

大
麦
の
収
穫
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
市
内
に
避
難
し
て
い
る
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
ら
を
招
待
し

た
。

同
研
究
所
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
が

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
企
画
。

2
0
0
6
年
に
5
カ
月
間
、
宇
宙

空
間
に
滞
在
し
た
大
麦
の
“
子

孫
”
を
栽
培
す
る
同
社
群
馬
工

場
の
実
験
ほ
場
で
、
親
子
ら
約

1
0
0
人
が
刈
り
取
り
に
挑
戦
し

た
。
収
穫
後
は
宇
宙
大
麦
の

子
孫
で
作
っ
た
宇
宙
麦
茶

で
乾
杯
し
た
。

４
日　

�

学
長
特
別
補
佐
の
建
築
家
・
妹
島

和
世
氏
と
西
沢
立
衛
氏
が
講
演
。

　
　
　

 

鹿
田
地
区
に
新
ホ
ー
ル
を
建
設
す

る
計
画
を
発
表

　

�９
日　

�

岡
山
大
病
院
で
歯
の
衛
生
週
間
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

　

�10
日　

�

法
科
大
学
院
生
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
ス
タ
ー
ト
（
９
月
２
日
ま
で
、

8
月
を
除
く
毎
週
金
曜
日
）

29
日　

国
際
交
流
会
館
が
完
成�

海
外
か
ら
訪
れ
た
研
究
者
や
留
学

生
の
た
め
の
宿
泊
・
交
流
施
設
「
岡

山
大
学
国
際
交
流
会
館
」
が
完
成

し
、
開
所
式
を
行
っ
た
。

津
島
地
区
の
中
央
図
書
館
北
側
に

位
置
し
、
鉄
骨
造
3
階
建
て
・
延

床
面
積
約
2
1
7
0
平
方
㍍
。

宿
泊
棟
と
交
流
棟
で
構
成
す
る
。

宿
泊
棟
に
は
研
究
者
夫
婦
向
け

�4
、
単
身
研
究
者
向
け
33
、
単
身

留
学
生
向
け
�8
の
居
室
が
あ
り
、

ベ
ッ
ド
、
机
、
椅
子
、
家
電
製
品
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
完
備
。

交
流
棟
に
は
会
議
室
、
1
0
0
人

収
容
可
能
な
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
設

け
、
地
域
の
方
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
場
と
し
て
も
活
用
す
る
。

29
日　

�

グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
支
援
セ
ン
タ
ー
専

用
の
作
業
室
が
完
成

27
日　

�

お
か
や
ま
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
O
M
I
C
）

が
開
所

本
学
と
岡
山
県
、
産
業
界
が
連
携

し
て
が
ん
治
療
薬
の
研
究
開
発
な

ど
に
取
り
組
む
拠
点
「
お
か
や
ま

メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
O
M
I
C
）」
が
鹿
田

地
区
に
開
所
し
た
。

O
M
I
C
は
2
0
0
9
年
度
科

学
技
術
振
興
機
構
（
J
S
T
）
地

域
産
学
官
共
同
研
究
拠
点
整
備
事

業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
も

の
で
、
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
動
物
実
験

の
３
部
門
で
構
成
。
が
ん
細
胞
や

薬
剤
の
動
き
を
生
体
を
傷
つ
け
ず

映
し
出
す
「
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」

技
術
を
核
に
、
新
医
療
産
業
創
出

を
目
指
す
。
岡
山
大
病
院
に
お
け

る
臨
床
研
究
へ
の
橋
渡
し
や
、
理

化
学
研
究
所
と
の
連
携
大
学
院

コ
ー
ス
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
も

取
り
組
む
。

■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
沈
建
仁
教
授
（
生
化

学
）
ら
は
光
合
成
に
お
い
て
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
、
水
を
分
解
し
て
酸
素
を
発
生
さ
せ
る
反
応
の
謎

を
解
明
し
た
。
人
工
光
合
成
の
実
現
に
つ
な
が
る
発

見
。
大
阪
市
立
大
の
神
谷
信
夫
教
授
と
の
共
同
研
究

で
、英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
電
子
版
に
掲
載
。（
4
月
・

臨
時
記
者
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
山
中
寿
朗
准
教
授

（
地
球
化
学
）
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、
鹿
児
島
湾
の
海

底
で
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
の
一
種
・
ア
ン
チ

モ
ン
を
多
く
含
む
鉱
床
を
確
認
し
た
。
推
定
埋
蔵
量

は
90
万
㌧
で
約
25
㌧
の
金
も
含
ま
れ
る
と
み
ら
れ

る
。（
4
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

�■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
馬
建
鋒
教
授
（
植
物
栄

養
学
）
は
毒
性
の
強
い
重
金
属
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
を

無
毒
化
す
る
植
物
の
遺
伝
子
「
T
c
H
M
A
3
」
を

南
仏
産
の
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
で
特
定
し
た
。
汚
染

土
壌
の
浄
化
へ
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。
T
h
e　

P
l
a
n
t　

J
o
u
r
n
a
l
に
掲
載
。（
4
月
・

定
例
記
者
発
表
）

　

�■
岡
山
大
病
院
は
、
先
天
性
の
重
い
心
臓
疾
患
の
あ

る
1
歳
の
女
児
に
、
自
身
の
心
臓
か
ら
取
り
出
し
て

培
養
し
た
幹
細
胞
を
移
植
し
、
心
筋
を
再
生
さ
せ
る

治
療
に
成
功
。
心
臓
幹
細
胞
を
使
っ
た
小
児
へ
の
治

療
は
世
界
初
。
移
植
１
カ
月
後
に
は
心
臓
の
ポ
ン
プ

機
能
が
約
10
％
向
上
し
た
。
治
療
は
佐
野
俊
二
・
心

臓
血
管
外
科
教
授
が
細
胞
を
採
取
、
王
英
正
・
新
医

療
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授
が
培
養
後
、大
月
審
一
・

小
児
循
環
器
科
教
授
が
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
で
移
植
し

た
。（
5
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

�■
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
本
悦
世
教

授
と
光
本
順
助
教
ら
は
、
医
・
歯
学
部
構
内
の
鹿
田

遺
跡
で
2
0
0
7
年
に
出
土
し
た
木
製
品
（
直
径

6
・
4
㌢
、
高
さ
4
・
5
㌢
）
を
11
世
紀
中
期
（
平

安
時
代
後
半
）
の
猫
形
の
操
り
人
形
と
確
認
。
動
物

操
り
人
形
と
し
て
は
国
内
最
古
と
み
ら
れ
、「
傀
儡

（
く
ぐ
つ
）」
と
呼
ば
れ
る
芸
能
民
が
使
っ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
と
い
う
。（
5
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

�■
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
寺
澤
孝
文
教
授
は
、
自

宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
情
報
端
末
の
な
い
子

ど
も
に
対
し
て
、
紙
教
材
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
融

合
さ
せ
て
双
方
向
の
個
別
学
習
支
援
を
行
う
遠
隔
支

援
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。（
5
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
上
原
孝
教
授

（
神
経
薬
理
学
）ら
は
細
胞
内
の
一
酸
化
窒
素（
N
O
）

の
濃
度
が
、
脳
梗
塞
の
発
症
時
な
ど
に
神
経
細
胞
生

死
の
運
命
を
決
め
る
一
因
で
あ
る
こ
と
を
世
界
で
初

め
て
突
き
止
め
た
。
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
電

子
版
に
掲
載
。（
6
月
・
臨
時
記
者
発
表
）


